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	２０２６年度日本大学文理学部
	情報科学科　総合型選抜募集要項
	１　情報科学科アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）
	文理学部のアドミッション・ポリシーのもと，情報科学に対する強い関心を抱き，情報科学及び情報技術
	の基礎をプログラミングや数理を含む多様な面から修得し，情報社会の発展に寄与することに強い意欲と
	情熱のある学生を望んでいる。このような条件に合致する学生を受け入れるために多様な選抜方法を実施
	しているが，その前提として入学者には次のことを求める。
	① 情報技術やそれを支える数理に対して強い関心を持ち，既存の考えに縛られない創造性がある。
	② 新しい技術に対して関心を持ち，情報技術の変化に敏感に反応しようとする積極性がある。
	③ 情報技術が社会に与える影響について考察し，問いを発することができる。
	④ 問題の解決に向けて，社会に対し情報技術を用いて実践的に働きかけていく意欲がある。
	⑤ 情報技術と数理を学ぶために必要とされる基礎的な学力を持っている。
	２　募集人員
	４名
	３　出願資格
	次の①～③のいずれかに該当する者。
	①　高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者または２０２６年３月卒業見込みの者。
	②　通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（高等専門学校の第３学年修了者等）または２０２６
	年３月修了見込みの者。
	③　高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者または２０２６年３月３１日までにこれ
	に該当する見込みの者（学校教育法施行規則第１５０条）
	※出願資格③についての詳細は本学部入試係まで問い合わせること。
	４　出願要件
	第２次選考試験における選考方法A,C,Dに関しては，次の①の要件を満たす者。選考方法Bに関しては，次の①～②の要件を全て満たす者。
	①　情報科学科のアドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）及び教育内容を理解した上
	で，本学科での勉学を強く希望する者。
	※本選抜での，文理学部内の学科間の併願は認めない。
	②　数学I，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学A，数学B，数学C，またはこれらに相当する科目を履修していること。
	５　入試日程及び選考方法
	エントリー　　※エントリーは任意であり，出願要件ではない。
	エントリー受付期間
	受付期間：２０２５年６月中旬～９月１０日（水）
	受付方法：文理学部ホームページにリンクを掲載（申込フォームにて）するので，興味のある学
	科を選択（複数選択可）すること。
	注意事項：本エントリーと出願は一切関係ない。エントリー後は学部または当学科より，学科の特色や情
	報を配信する。
	出願から入学手続きまでの手順
	①出願手続（インターネット出願と郵送）
	出願期間：２０２５年９月３日（水）～９月１０日（水）［簡易書留にて郵送必着］
	出 願 先：〒156-8550　東京都世田谷区桜上水３－２５－４０　日本大学文理学部入試係
	出願方法：⑴インターネット出願サイト（https://exam.nihon-u.ac.jp/guidance/net-nihon-u）にアク
	セスしマイページを作成（マイページ作成の利用開始日は上記サイトに掲載予定。）
	⑵マイページから出願情報の登録・入学検定料（35,000円）の納入
	⑶出願書類一式を市販されている角２封筒に封入し，「宛名ラベル★」を貼付し，本学部入試
	係に簡易書留にて郵送（出願締切日必着）
	〈注〉いったん納入された入学検定料は，いかなる理由があっても返還しない。
	出願書類：⑴出願確認票★（インターネット出願ののち，プリントアウトしたもの）
	⑵出身学校調査書（出願資格①又は②に該当する者）
	※最終学年１学期までの成績が記載された調査書（２学期制であれば最終学年前期まで，４学期
	制であれば最終学年２学期までの成績が記載された調査書）を提出すること。何らかの事
	情により，上記の成績を記載できない場合は最終学年前期（４学期制であれば２学期）中間
	までのもの，それも提出不可の場合は，最新の成績を反映した調査書を提出し，備考欄にそ
	の旨記載してください。
	※外国の高校から応募の場合は，「成績証明書」「修了見込証明書」を提出してください。
	⑶高等学校卒業程度認定試験合格（見込）証明書等（出願資格③に該当する者）
	⑷志望理由書
	⑸第２次選考試験において希望する選考方法（A～D）に応じた書類
	選考方法A：自身が開発した，アプリケーションプログラムのソースコード及び概要説明書
	選考方法B：自身が行った，情報科学技術を利用した社会活動に関する活動報告書
	選考方法C：事前プログラミング課題に対する解答（ソースコード）及び解説資料
	選考方法D：下記のいずれかを確認できる証明書等の写し
	（資格等の取得日や有効期限は問わない）
	・情報処理技術者試験（ITパスポートを除く）に合格していること
	・情報オリンピックにおいて予選Bランク以上を取得していること
	・スーパーコンピューティングコンテストにおいて認定2級以上を取得していること
	・AtCoder (https://atcoder.jp/) のレーディングが400以上であること
	★インターネット出願サイトで出願情報の登録・入学検定料の納入を完了するとインターネ
	ット出願サイトから印刷が可能になります。
	※出願書類(4)，(5)A，Bは，文理学部ホームページ
	（https://chs.nihon-u.ac.jp/admission/sogo/）からダウンロードすること。
	②第１次選考（書類審査）
	選 考 日：２０２５年９月２５日（木）
	選考方法：⑴志望理由書　⑵第２次選考試験において希望する選考方法（A～D）に応じた書類　⑶出身学校
	調査書等の内容により第２次選考対象者を決定し，２０２５年９月２７日（土）午前１０時にマ
	イページ内の合否案内で通知する。
	第２次選考試験対象者はマイページ内の合格通知で提示される課題に対してレポートを作成し，
	２０２５年１０月７日（火）までに提出[簡易書留にて郵送必着]すること。
	なお，提出された書類等は返却しない。
	③第２次選考試験
	選 考 日：２０２５年１０月１１日（土）
	選考方法：以下の選考方法A～Dから一つを選択・実施する。
	選考方法A：(1) 事前提出した，アプリケーションに関するプレゼンテーション，(2) 口頭試問
	選考方法B：(1) 事前提出した，情報科学技術を利用した社会活動に関するプレゼンテーション，(2) 口頭
	試問
	選考方法C：(1) プログラミングに関する実技試験，(2) 口頭試問
	選考方法D：(1) 口頭試問
	※オンライン受験票を持参すること。
	※第１次・第２次選考により総合的に判定する。
	④合格発表
	発 表 日：２０２５年１１月４日（火）午前１０時
	「インターネットによる合否案内」を実施しています。インターネット出願サイトの
	「マイページ（https://exam.nihon-u.ac.jp/nihon-u/mypage/login）」内の
	「合否案内」より確認すること。
	⑤入学手続期間
	２０２５年１１月４日（火）～１１月１４日（金）
	「マイページ（https://exam.nihon-u.ac.jp/nihon-u/mypage/login）」内の
	「オンライン入学手続メニュー」より入学手続期間内に手続を完了すること。
	オンライン受験票
	出願情報の登録，入学検定料の納入，出願書類の受付が完了したのち，オンライン受験票をアップロードし
	ます。オンライン受験票は，インターネット出願サイトの「マイページ」内の「出願内容の確認」の「オンラ
	イン受験票の印刷」より確認・印刷すること。オンライン受験票は，第２次選考試験の際に必要になるため，印刷し，選考試験当日必ず持参すること。
	出願における注意
	身体の機能に著しい障害のある方は受験及び就学が困難な場合もあるので，出願前のできるだけ早い時期に必ず本学部入試係に相談すること。
	６　学費等
	２０２６年度入学者（情報科学科）納入金（参考金額）
	＊卒業年度に正会員会費初年度分を１万円納入。
	※特定のコースや実習等を履修する場合，別途費用が発生する場合がある。
	※納入金の返還手続について
	入学手続完了後（入学時納入金を全額納入した後）に，やむをえない理由によって本学への入学を辞退する場合は，電話により２０２６年３月３１日（火）１７時までに入試係へ申し出ること。申し出を受理すると，「入学辞退願」を本学より送付するので，必要事項を記入の上，速やかに返送すること。
	手続き終了後，入学金を除く入学時納入金（諸会費等を含む）は返還する。ただし，いったん提出された入学手続書類及び入学金は返還しない。
	なお，２０２６年４月１日（水）以降に申し出があった場合は，入学手続書類及び入学金を含む入学時納入金は返還しない（日本大学学生生徒等総合保障制度については，約款の定めるところによる）。
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	時までに大学入学資格を得られなかった場合，入学許可は取り消しとなる。その際，入学時納入金から入
	学金を除いた金額（諸会費を含む）を返還する。
	８　その他
	情報科学科では，アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）を充分に理解し，出願するために，２０２５年７月１３日（日）に開催される文理学部夏季オープンキャンパスにおいて，総合型選抜の説明会を開催する。参加については任意（選考とは一切関係ない。）である。総合型選抜の受験に興味のある受験生はこの機会にぜひ参加すること。詳細については，６月頃に文理学部ホームページに掲載するので，そちらを参照すること。
	９　問い合わせ先
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	日本大学文理学部入試係  ０３－５３１７－９３８０
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	日本大学（短期大学部を含む）では，提出された志願者の氏名・住所等の個人情報は，入学者選抜の出願受付，実施，合格発表，さらには入学に至る一連の手続と，日本大学で学生生活を始めるに当たって必要となる書類・お知らせ等の送付及び入学者データの統計処理のために使用する。
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